
１．はじめに
２００６年１１月７日，北海道の西海上を発達しなが

ら北東に進んでいた低気圧からのびる寒冷前線
が，７日朝から夕方にかけて北海道を通過した。
このため，北海道では大気の状態が不安定にな
り，１３時２０分から３０分にかけて，活発な積乱雲が
網走支庁の佐呂間町付近を通過した。この積乱雲

に伴い，佐呂間町若佐地区の一帯で突風が発生
し，工事事務所の２階が吹き飛ばされて死者９人
が発生する戦後では最大級の人的被害となった。
筆者らをはじめとする詳細な現地調査の結果，佐
呂間町若狭地区で発生した突風は竜巻によるもの
と判断された。竜巻による強風害の発生した地域
は，長さ約１km，被害幅は最大で約２５０mに達
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２００６年１１月７日に北海道佐呂
間町で発生した竜巻災害速報
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Abstract

AssocatedwiththepassageofcumulonimbuscloudonNovmber７,２００６,atornado
wasspawnedinSaromaTown.Therecordedmeanwindspeedwas８m/s(１３:３０)at
theSaromaAMeDASstation.Thestationislocatedonly１.５km awayfrom thepath
ofthetornado,however,thegustbythetornadowasnotobserved.Airtemperature
dropofabout１℃/２０minutes(１３:３０-５０)wasalsorecorded.Thelengthofthetornad
pathwasestimatedas１km andthemaximum width２５０m from damagesurvey.The
numberofdeadpersonswas９,andthenumberofdamagedhouseswas１０１.Fujita
andPiasonscaleswereestimatedtobeF３andP１-３,respectively.
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し，本竜巻における家屋（住家・非住家）の被害
は，全壊４２棟，半壊１１棟をはじめ１０１棟に及んだ。
ここでは，気象庁の竜巻に関する統計からみた本
竜巻の特徴を分析すると同時に，北海道佐呂間町
における竜巻発生時の気象的特徴，竜巻被害の現
地調査の結果について報告する。

２．過去の竜巻災害からみた佐呂間竜巻
の特徴

気象庁のホームページに掲載されているわが国
における竜巻分布図（気象庁，２００６）に加筆した
ものを図１に示した。１９７１年～２００５年までの３５年
間に約４００個の竜巻が発生しており，年間では約

１０個強に相当する。都道府県別の発生数は，上位
から鹿児島県４０個，沖縄県３８個，北海道２８個，宮
崎県２２個，高知県２１個の順であり，関東地方から
南西諸島までの太平洋沿岸地域に発生する傾向に
ある。北海道は，土地面積（８万３４km２）からす
れば発生頻度は高くはなく，本竜巻が発生した佐
呂間町が位置するオホーツク海沿岸地域では１９７１
年以降の統計では，竜巻の発生が確認されておら
ず，オホーツク海沿岸では初めての発生であった
と考えられる。ただし，人口や住宅が少ない本地
域では，「目撃がない」・「住宅・市街地での被害が
ない」ことから，きわめて局所的な被害では突風
と判断されている場合も示唆される。
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図１ 竜巻分布図（１９７１～２００５年，気象庁ホームページより転載・加筆）
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わが国における１９７１年から２００６年までの主な竜
巻災害（気象庁のホームページに掲載されている
竜巻関連の資料より，死者１人以上または１９９９年
以降の顕著な被害を抜粋）を表１に示した。１９７１
年以降，竜巻による複数名の死者が発生したのは
本年（２００６年）の宮崎県延岡市の竜巻での３人と
今回の佐呂間町での竜巻による９人の２件のみで
あり，昨年（２００５年）までの３５年間における８件
は，いずれも１人ずつの人的被害に止まってお
り，本年の１２人は過去の統計からみても際立って
多いことがわかる。

北海道における１１年間の竜巻災害（１９９６年～２００６
年）の発生事例を表２に示した。図１にも示した
が，竜巻の発生は北海道の西側に当たる道北・道
央・道南に分布している。多くの竜巻は，９月から
１１月の初秋から初冬の季節に，寒冷前線の通過時
や気圧の谷の通過に伴う寒気の移流により発生し
ている。発生規模は，２００１年６月の空知支庁北竜
町，２００４年１１月の日高支庁門別町のF２が最高で，
死者が発生する被害は過去３５年間でも認められて
いない。
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表２ 北海道における竜巻災害（１９９６年～２００６年）

表１ わが国における主な竜巻災害（１９７１年～２００６年，死者１人以上または１９９９年以降の顕著な被害を抜粋）

被害状況気象状況場所年月日
死者１人，全半壊１５９棟
死者１人，全半壊８４棟
死者１人，半壊４５６棟
死者１人
死者１人，全半壊３８３棟
死者１人，半壊９９棟
死者１人，全半壊１，４６９棟
死者１人，半壊６棟
全半壊２，６６０棟
全半壊１３５棟
全半壊３７１棟
死者３人，全半壊４６０棟
死者９人，全半壊５３棟

停滞前線・台風１３号
台風２３号
台風１２号
南岸低気圧
気圧の谷・寒気移流
寒冷前線・低気圧
寒冷前線
寒冷前線
台風１８号
台風１８号
寒冷前線
台風１３号
寒冷前線

埼玉県浦和市
千葉県千葉市外
愛知県名古屋市
千葉県勝浦沖
鹿児島県枕崎市
三重県志摩郡
千葉県茂原市外
長崎県郷ノ浦町
愛知県豊橋市
山口県小野田市
佐賀県佐賀市
宮崎県延岡市
北海道佐呂間町

１９７１年７月７日
１９７１年８月３１日
１９７９年９月４日
１９８０年８月１９日
１９９０年２月１９日
１９９０年３月１２日
１９９０年１２月１１日
１９９７年１０月１４日
１９９９年９月２４日

〃
２００４年６月２７日
２００６年９月１７日
２００６年１１月７日

被害状況気象状況場所年月日
半壊１棟，物置２棟
プレハブ３棟
半壊７棟

半壊２棟，非住家被害１２棟

全壊１棟，半壊９棟（非住家５３棟，
ビニールハウス２５棟（F２）
負傷者３人，半壊１５７棟（F２）
死者９人，全壊７棟，半壊７棟
（非住家６３棟）（F２-F３）
倉庫全壊６棟（F１）

気圧の谷の通過で寒気が移流
寒冷前線の通過時
寒冷前線の通過時

寒冷前線の通過時

気圧の谷の通過で寒気が移流

寒冷前線の通過時
寒冷前線の通過時

寒冷前線の通過時

留萌支庁遠別町
胆振支庁苫小牧市
胆振支庁苫小牧市・
石狩支庁千歳市
空知支庁新十津川町

空知支庁北竜町

日高支庁門別町
網走支庁佐呂間町

檜山支庁奥尻町

１９９６年１０月８日
１９９７年１０月７日
１９９７年１０月２０日

１９９８年９月１５日

２００１年６月２９日

２００４年１０月２２日
２００６年１１月７日

２００６年１１月９日
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３．竜巻発生時における気象の特徴
北海道網走支庁の佐呂間町の位置を図２に示し

た。佐呂間町はオホーツク海に面する人口約
６，４００人，面積約４００km２，農業・酪農・林業・水
産業の第一次産業が中心の町である。竜巻が発生
した若佐地区は，サロマ湖畔から内陸に約１０km
入った周囲を山に囲まれた標高約６５mの盆地状
の地形を有している。
竜巻が発生した２００６年１１月７日の１３時２５分から

約１時間半前後の１２時と１５時における地上天気図
を図３に，竜巻発生直前の１３時における気象衛星

「ひまわり６号」の赤外画像を図４に示した。北海
道の道央を発達しながら北東に進んでいた低気圧
からのびる寒冷前線は，７日昼から夕方にかけて
道東を通過しており，寒冷前線に伴う雲が網走地
方から十勝地方にかけて覆っており，佐呂間町付
近で発達した雲頂の高い積乱雲を図４の赤外画像
からも捉えることができる。このため，オホーツ
ク海に面した道東地域では大気の状態が不安定に
なっている。図５のレーダー雨量図からも，東西
約４～８km，南北約８～１５kmの活発な積乱雲
が１３時２０分には佐呂間町若佐地区の直前の山沿い
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図２ 北海道佐呂間町の位置

図３ 竜巻発生前後の地上天気図
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から３０分には若佐地区付近を通過していることが
わかる。積乱雲は，１３時１０分から４０分までの３０分
間で４０kmを移動していることから，約８０km/hの
速度で南西から北東方向に進んだものと推察され
る。

道東の根室では，７日９時に８５０hPa面（高度約
１，５００m）では平年を９．２℃も上回る７．２℃を観測
しており，そこへシベリア付近から冷たい寒気が
北海道に流入し，積乱雲が発生しやすい状況に
あった。その結果，道東の暖かい大気を押し上げ
られて上昇気流が発達し，上空の寒気が下降して
対流活動が活発化して，竜巻を引き起こすような
巨大な積乱雲が発達したものと推定される。
竜巻の被害が発生した佐呂間町若佐地区の中心

部から東に約１．５km離れた若佐小学校の敷地内に
気象庁のアメダス観測所「佐呂間」が設置されて
いる（図６）。佐呂間（アメダス）における１時間
と１０分値における気象要素の推移を図７に示し
た。１１月７日は，寒冷前線の通過前は南風により
暖かい空気が流入して気温は５時に最低値９．８℃
から約７時間後の１１時４０分には最高値１８．４℃と
約７時間で８．６℃も上昇し，９月下旬並みの気温
となっている。しかし，寒冷前線の通過により１２
時に１８．３℃であった気温が６時間後の１８時には
８．９℃と約１０℃も急低下している。１０分値でみる
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図４ 気象衛星「ひまわり６号」の赤外画像
（２００６年１１月７日１３時，竜巻発生直前）

図５ レーダ雨量図（２００６年１１月７日）
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図６ 竜巻災害が発生した佐呂間町若佐地区と佐呂間アメダス（若佐小学校内）の位置

図７ 佐呂間（アメダス）における１時間・１０分値の推移
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と，寒冷前線の通過直前の１３時に１６．６℃であった
気温が徐々に低下し，１３時２０分・３０分には１５．９℃，
寒冷前線が通過した直後と考えられる１３時４０分に
は風向は西風に変わり，気温も１４．８℃とわずか
１０分間で１℃以上も急低下している。この傾向は
１３時５０分まで継続しており，この２０分間で１．９℃
の気温低下が観測された。その際，平均風速も１３
時３０分に８m/sの強風を観測しているが，竜巻の
通過地点から東に約１．５km離れていることから，
竜巻に伴う突風を観測することは出来なかった。
以上のように，１１月７日は寒冷前線が道東を通

過し，上空の気温差が平年より大きいことから，
大気の状態がきわめて不安定になり竜巻を引き起
こすような巨大な積乱雲が発達したものと推定さ
れる。

４．竜巻に伴う被害の実態
筆者は，竜巻が発生した１１月７日の２日後の９

日と翌１０日に，佐呂間町若佐地区において現地調
査および航空機をチャーターして上空から被害状
況を調査した。佐呂間町が集計した竜巻被害の状
況（１１月２２日現在，確定値）を表３に示した。本竜
巻における人的被害は，死者９人，重傷者７人，
軽傷者１９人，建物被害は住家（全壊：７棟，半壊
７棟，一部損壊２４棟），非住家（全壊３５棟，半壊４
棟，一部損壊２４棟）の計１０１棟となっている。死者
９人の人的被害は，１９７１年からの気象庁の竜巻に
関する統計の中でも最大であり，愛知県災害誌
（愛知県，１９７０）に記載されている１９４１年１１月２８日

に寒冷前線の通過に伴う竜巻による死者１３人，全
半壊３４７棟の被害に次ぐ国内最大級の人的被害で
あったと考えられる。また，家屋（住家・非住家）
の全壊率（被害家屋に占める全壊家屋の比率、％）
が４２％と高率であることから，竜巻通過時に強烈
な突風が発生して住家に甚大な被害をもたらした
ものと推察される。
佐呂間町若佐地区における建物被害の状況を

図８に示した（佐呂間町提供，２００６年１１月１０日）。
ただし，図８と表３は，佐呂間町からの提供日が
異なるため，被害戸数は一致していない。竜巻
は，新佐呂間トンネルJV工事事務所を直撃し，
若佐地区の中心部を北東に進み，約４００mを１分
弱で通り過ぎたものと考えられ，家屋被害の前後
における農地の痕跡，ガレキの散乱を含めても最
大で約１kmの長さと推定される。竜巻が通過し
た中心部では全壊の家屋が多く，中心部から離れ
るにつれて半壊，一部損壊の家屋が分布し，左右
に約１５０m以上も離れると家屋の被害は認められな
いことから，被害幅は最大２５０mと推定される。
筆者が上空から撮影した佐呂間町若佐地区の被

害概要を写真１に，若佐地区の南に位置する丘か
ら撮影した写真を写真２に示した。写真１に示し
たように，竜巻は若佐地区に甚大な被害をもたら
した第１の竜巻，さらに小規模な第２の竜巻の２
個の発生が確認でき，前者で最大１kmと過去に
大きな被害をもたらした竜巻災害と比べても移動
距離はきわめて短い特徴がある。写真２に示した
ように，若佐中心部から南西方向に位置する木造
屋根の被害，木造倉庫の倒壊等の弱い建物のみの
被害からみて，この地区では竜巻が上空を通過し
たために比較的軽い被害であり，積乱雲から垂れ
下がる漏斗状の竜巻が工事事務所の直前で接地
し，死者９人が発生した新佐呂間トンネルJV工
事事務所を直撃して，若佐地区の中心街を北東に
通り過ぎたものと考えられる。若佐の国道交差点
の北西の住民は，「自宅に２階から外を見ると，渡
部林業の周りに竜巻が見えた。青いトタンを巻き
上げて町の中を移動していった。」と証言してお
り，竜巻の猛威を垣間見ることが出来る。
新佐呂間トンネルJV工事事務所および周辺の
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表３ 北海道佐呂間竜巻の規模と被害状況
（被害状況は佐呂間町調べ，２００６年
１１月２２日）

長さ：約１km
被害幅：約２５０m
F３（藤田スケール），P１～３
死 者：９人
重 傷 者：７人
軽 傷：１９人 非住家被害
全 壊：７棟（３５棟）
半 壊：７棟（４棟）
一部損壊：２４棟（２４棟）
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図８ 佐呂間町若佐地区における建物被害の状況（佐呂間町提供，２００６年１１月１０日，ほぼ確定値）

写真１ 佐呂間町若佐地区（２００６年１１月１０日撮影）
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写真２ 若佐地区中心部までの竜巻の経路（２００６年１１月９日撮影）

写真３ 新佐呂間トンネルJV工事事務所および周辺の被害（２００６年１１月１０日撮影）
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被害状況を写真３に示した。竜巻の漏斗が接地し
たと見られる牧草の痕跡が確認できるが，痕跡か
ら工事事務所までには竜巻が進んだ痕跡が確認で
きないため，その詳細は明らかではない。
新佐呂間トンネルJV工事事務所および敷地内

の駐車場，渡部林業㈱佐呂間工場の被害状況を
写真４に示した。竜巻の直撃を受けたプレハブ２
階建ての２棟の東西棟の工事事務所は，２階の部
分が吹き飛ばされて，中に居た９人が死亡した。
渡り廊下と隣接する南北棟の工事事務所１棟は無
傷の状況で残存していること，工事事務所の所員
は，「壁が自分の前に倒れてきた。屋根が飛ばされ
て，遠くへ黒い筒状の竜巻が去っていった。」と証
言していることから，竜巻によりきわめて局所的
で強烈な突風が吹いて，耐風構造が比較的弱い２
棟の軽量プレハブ事務所の２階部分を吹き飛ばし
たものと推察される。
また，工事事務所の北側駐車場に止めてあった

乗用車は破損が著しいことから，竜巻により空中
に持ち上げられた後に地上に叩きつけられるよう
に落下したものと推察され，藤田スケールでF３
に相当する状況であった。敷地内北東の渡部林業
㈱佐呂間工場は，屋根が吹き飛ばされ，側壁も突
風による飛散物が激突した痕跡が大きく残ってい
る。
若佐地区中心部における被害の状況を写真５に

示した（写真内の数字は，写真６の数字と一致す
る）。全壊家屋では，被害の３日後にはすでに取
り壊しが行われているものもあるが，被害修復が
進んでいない家屋や屋根をブルーシートで覆った
家屋が中心部に集中して見受けられる。
写真６は，竜巻被害の状況（写真内の数字は，

写真５の数字と一致する）であるが，１は大型ト
ラックが横転し，東側のプレハブ倉庫の側壁が被
災している。また，その北側に位置する２の食堂
兼住宅は，竜巻の直撃を受けて側壁や窓ガラスが
破損し，屋根の飛散等により全壊の状況となって
いる。３～６は住家の全壊の状況を示している
が，佐呂間町のように高緯度に位置し，冬季に太
陽高度が低く日照時間が短い地域では，南側に大
きなガラス窓や出窓を配置しているため，住宅の

耐風構造は台風の直撃を頻繁に受ける西南暖地と
比較して弱い構造となっている。また，今までに
台風や突風の被害が少なかったことから，窓には
雨戸も設けられておらず，側壁の素材も衝撃に弱
い材質で，屋根も瓦葺ではなくトタン製ものが多
いことから，突風に対する家屋の耐風性は不十分
であると言わざるを得ない。
竜巻による飛散物の状況を写真７に示した。山

麓部には新佐呂間トンネルJV工事事務所ものと
思われるスレート製の屋根の飛散が確認されてお
り，そこから東へ約２００mの地点では工事事務所
の物品と思われる工程表ボード，宇遠別トンネル
の祝貫通の記念品が飛散している。また，写真８
に示したように，この付近には樹木の枝に折損被
害が認められ，高い位置にベニヤ板材の飛散も確
認できることから，竜巻はこの地域を最終的に通
過したものと推察される。
若佐地区の中心地から東に３００m離れた若佐コ

ミュニティーセンターにおける屋根の破損被害，
センター向かいの住宅における屋根の飛散状況を
写真９に示した。被害集落の住民からは，「白い渦
が南から北の方向に移動していくのが見えた。」，
「雨と枯れ葉が空に向かって吸い上げられてい
た。」との具体的な証言も得られたこと，若佐中心
部の被害地域とは離れていることを総合的に判断
して，若佐地区の中心部に甚大な被害をもたらし
た竜巻と別の竜巻がほぼ同時刻に発生して，局地
的な被害をもたらしたものと推察された。
以上のように，竜巻は建物被害の始点である新

佐呂間トンネルJV工事事務所の手前から終点の
山麓部までの約１kmを１分弱で通過し，寒冷前
線の通過速度から考えて，竜巻の進行速度は約
８０km/hであったものと推定される。これは，山
本ら（２００１）が推定した１９９９年の小野田市の竜巻
の進行速度４０km/h，山本ら（２００４）が推定した
２００４年の佐賀市の竜巻の進行速度５０km/hを超え
る速度であった。
竜巻の規模を評価する手法として，建物被害の

発生状況から評価する藤田スケール（表４），竜巻
被害の長さと被害幅から評価するピアソン・ス
ケール（表５）が用いられている（藤田，１９７３）。今

４１２
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写真４ 新佐呂間トンネルJV工事事務所および被害（２００６年１１月９日撮影）

写真５ 若佐地区中心部の被害（２００６年１１月１０日撮影）（数字は，写真６の数字と一致する）



山本：２００６年１１月７日に北海道佐呂間町で発生した竜巻災害

回の佐呂間町で発生した竜巻は，「非住家がバラバ
ラになって飛散」，「自動車が持ち上げられて飛ば
される」等の被害状況を総合的に判断すると，竜
巻が通過した地域ではF３の風速基準である「約５
秒間にわたり秒速７０～９２m」の風速が吹いた可能
性が示唆された。さらに，竜巻の始点と判断した

新佐呂間トンネルJV工事事務所の手前から，終
点の工事事務所の物品等が飛散した山麓までの長
さ約１km，建物の被害幅が最大で約２５０mで
あったことから，本竜巻は被害の長さは短いが被
害幅は長い特徴を有し，ピアソン・スケールはP
１～３と推定された。
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写真６ 竜巻被害の状況（２００６年１１月９日撮影）（数字は，写真５の数字と一致する）
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写真７ 竜巻による飛散物（２００６年１１月９日撮影）

写真８ 竜巻の通過地点（２００６年１１月９日撮影）

写真９ 第２の竜巻被害（２００６年１１月９日撮影）



山本：２００６年１１月７日に北海道佐呂間町で発生した竜巻災害

５．まとめ
２００６年１１月７日１３時２５分頃，積乱雲の北東進時

に北海道佐呂間町で発生した竜巻の被害域は，長
さ約１km，被害幅は最大２５０mに及び，死者９人，
建物被害は１０１棟に達した。竜巻は，わが国におい
て平均して年間に１０個強の発生が認められており

（気象庁，２００６），近年ではKobayashi（１９８８），小林
（１９９７），菊池（１９８９），Niinoetal.（１９９０），気象
庁（１９９３），Kobayashietal.（１７９６），林ら（２０００），
山本ら（２００１），新野（２００２），山本ら（２００４）な
どによって竜巻の発生機構や被害実態が報告され
ている。北海道では，この１０年で竜巻が６回発生
しているが，過去の竜巻の被害は最大でもF２で
あることから，今回のF３に相当する竜巻災害は
北海道では最大級で，国内でも１９９０年の茂原竜
巻，１９９９年の豊橋竜巻に匹敵することが明らかに
なった。竜巻の規模に対して人的被害が９人と多
かったのは，竜巻が地面に接地した直後に耐風構
造が弱いプレハブ製の工事事務所を直撃したこと
が原因であり，強い耐風性を有する建造物であっ
たならば，これほど多くの人的被害は発生しな
かったものと示唆される。
今後は，寒冷前線の通過時における竜巻発生の
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表４ 藤田スケール

被害の概要スケール 秒速 平均風速

煙突やテレビのアンテナが壊れる。
小枝が折れ，また根の浅い木が傾くことがある。
非住家が，壊れることもある。

F０ １７～３２m 約１５秒間

屋根瓦が飛び，ガラス窓が割れる。ビニールハウスの被害甚大。
根の弱い木は倒れ，強い木の幹が折れる。
走っている自動車が横風を受けると，道から吹き落とされる。

F１ ３３～４９m 約１０秒間

住家の屋根が剥ぎ取られ，弱い非住家は倒壊する。
大木が倒れたり，ねじ曲がったりする。
自動車が道から吹き飛ばされ，また汽車が脱線することがある。

F２ ５０～６９m 約７秒間

壁が押し倒され住家が倒壊する。非住家がバラバラになって飛散
し，鉄骨造りでも潰される。

汽車は転覆し，自動車が持ち上げられて飛ばされる。
森林の大木でも，大半が折れるか，また引き抜かれることもある。

F３ ７０～９２m 約５秒間

住家がバラバラになって辺りに飛散し，弱い非住家は跡形なく吹
き飛ばされてしまう。

鉄骨造りでもペシャンコになる。自動車は何十メートルも空中飛
行する。

１トン以上もある物体が降ってくる。

F４ ９３～１１６m 約４秒間

住家が跡形なく吹き飛ばされ，立木の皮が剥ぎ取られたりする。
自動車，列車などが持ち上げられて飛行し，とんでもないところ
まで飛ばされる。

１トン以上もある物体がどこからともなく降ってくる。

F５ １１７～１４２m 約３秒間

表５ ピアソン・スケール

竜巻の被害幅
竜巻の長さ
（km）

スケール

１６m＞１．６＞P０

１６～５０m１．６～５．０P１

５１～１６０m５．１～１５P２

１６１～４９９m１６～４９P３

０．５～１．５km５０～１６０P４

１．６～４．９km１６１～５０８P５
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メカニズムを解明すると共に，気温の急降下に基
づく竜巻発生の予測の可能性について検討する予
定である。
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